


タウンゼント・ハリスの茶道具

年２月 日、下田において西洋人に対して初めての茶会が催された 「客」はア1957 24 。
メリカ領事タウンゼント・ハリス 「亭主」は下田奉行井上信濃守清直、勘定奉行川路、
聖謨の実弟である。場所は第二奉行岡田備後守の役邸。この茶会で使用され、そっくり
そのままハリスに進呈された煎茶道具一式がおよそ 年ぶりにアメリカ・ボストン郊150
外で発見することができた。
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急須・茶碗は幕末三窯の一、永楽（保全）の染付け、急須には永楽の文字が記され、
茶碗糸尻脇には「永」の描印がある。白木の桐箱（棚）に納められ、当時使用された焙
烙（茶を焙じる器具）も和紙が貼られた状態で保存されている。そして驚かされるのは
茶心壺（茶器）の中に、井上信濃守が献じた茶の残りがそのまま保存されている。１５
０年を経て茶の香りは中国茶のようなタンニンが発酵した匂いをかすかに奏で、縒りは
弱く棒状を呈している。

ペリーおよびハリスから始まる日米外交史の
。中でこの下田茶会はどのような意味を持つのか

それはタウンゼント・ハリス自身の手記および
書記官のヒュースケンの日記から次のようなこ
とが読みとれる。
年 月 日、ハリスはこう語る。1857 2 21

下田奉行の一人である備後守が、江戸から戻
ったといって 訪ねてくる 中略 奉行は私 ハ、 。（ ） （
リス）に、自分と信濃守とを私邸に訪ねてくれ
るようにいった。私（ハリス）はそれを承知し

た。すると、彼は私（ハリス）に、西洋料理にするか、それとも日本料理がよいかと問
うた。私は後者をえらんだ。
安政 年２月１日（西洋歴 月 日 、この日、下田奉行の二人、井上信濃守清直4 2 24 ）
と岡田備後守忠養はとても緊張したに違いない。なぜならこの日は、外国要人が高級官
僚の役邸を訪問し、外交交渉の一環として正式に外国の要人に対して食事を接待した初
めての日なのである。
ハリスは下田の岡田備後守邸に招かれる。懐石の手順に沿って「食事」がすすみ、あ
らかた終わったところで井上信濃守は美しい愛用の茶道具を自分のところへ運ばせた。



それは清らかな白木の箱に納められ、中には、湯沸し用の小さい窯（涼炉 、急須、二）
つの茶碗、茶壷、それに急須と茶碗の敷物、茶合、茶を湯の中に入れる前に茶を焙る道
具が入っていた。そして、通訳の森山多吉郎はこう説明した 「身分のある人物が同様。
に身分の高い客を迎えて深い敬意を示そうと思うときは、手ずからお茶をいれてもてな
すのが日本の習慣です。今、第一奉行の信濃守は親愛なるハリス総領事閣下に敬意を表
するために、いまそのおもてなしを致します 」と。そして井上はお茶の葉を扱う手順。
を、その道の通人のプライドを示しながら、次々に説明し、茶を量り、焙じたお茶の葉
を急須の中にいれ、湯を沸かし、その熱湯をお茶の葉の上にそそぎ、そうして淹れたお
茶を手ずからハリスに渡した。ハリスがそのお茶を飲み干すと一座の日本人から、大き
な感歎の声がおこった。信濃守は点前をしながらハリスにこういっている 「この一連。
の出来事を、大きな敬愛の証拠としてハリスに認めてほしい」と。そしてハリスはこれ
に同意をし、さらに茶をいれるのに使われた道具は、すべて引出物としてハリス領事に
贈られた。以上が日本が外国に向けて発したティーセレモニーの第一号である。委細は
ハリスの日本滞在記によってアメリカ政府に報告されている。
今日我々は「 」は「茶を点ずるための儀式」と思いがちである。しかしTea Ceremony

Ceremony Teaこの言葉が造語された時には、茶の は茶を淹れるための儀式ではなくて「
」自体が人をもてなすための儀式というように理解できる。Ceremony

幕末の日米交渉の中で特異な存在であるこの茶道具は永く行方が知れなかった。ハリ
スが持ち帰った遺品の中にはどこにも見あたらず、おそらく航海中に失われたモノであ
ろうと想像されていた。
しかし、最近になって、ボストン郊外セーラム市のピーボディーエセックス博物館に当
時のアメリカ海軍アジア提督アームストロング提督がアジア諸国から持ち帰り、その遺
族から同館に寄贈した遺品の中に入っているのが見つけることができた。
さらにはこれら煎茶道具を飾るための棚（棚の
存在は以前から確認されていたがこれが何のため
のモノかは不明であった ）が存在し、この棚の。
上部にはハリスの自筆で「アメリカ海軍ジェーム
ズ・アームストロング提督へ。船上の会食の友よ
り感謝をこめて。下田にて タウンゼント・ハリ
ス」と記されている。
この歴史的なハリスと信濃守とで行われた茶会
はいろいろなことを思わせる。まず第一はここで
行われたのが抹茶茶会ではなく、煎茶会であった
ということである。この当時主流は煎茶へ移行し
たと岡倉天心も述べているが、今日「ティーセレモニー」といえば、抹茶点前が想定さ
れるのに対し、初めての「ティーセレモニー」が煎茶点前だったというのは面白い。こ
の当時はもう玉露は発明されていただろうと思われるのだが焙炉をつかっているところ
から見て、茶は玉露ではなくて烹茶点前、普通のお茶のいれかたで供されている。
第２に煎茶が幕府の高級官僚の接待の手法としてまで広がっていたことである。この
下田茶会によって直ちに煎茶広範囲の普及を断じることはできないが、幕府旗本・御家
人は自邸に茶を栽培することが多く、煎茶は京阪の文人の狭い世界で普及してきたと見
るのではなく、より広範囲な文化として定着してきたと見るのが適当ではなかろうかと
思わせる。


